
資料３・本日のワークショップの進め方・ 

 -1-

～ 第２回検討ワークショップのテーマ ～ 

駅周辺のまちづくりの課題を考えてみよう！ 
 

 現地で確認したこと 
現地では、以下のヒントをもとに、現在どのような状況なのか、何が問題なのかチ

ェックしてみました。 
 

ヒント：①駅前広場自体の様子（青色ポストイット） 

・ 自動車・歩行者は安全？ 

・ 様々な施設・モニュメントなどのデザインや位置は？ 

・ スペースの取り方はいいかな？ 

・ 使いやすい場所になっている？ 

②市営駐車場・駐輪場の様子（桃色ポストイット） 

・ 沿道の景観にマッチしている？ 

・ 使いやすい？ 

・ 人や車の動線は？ 商店街や駅へ行きやすい？ 

③アーケードの様子（緑色ポストイット） 

・ 色、デザイン・形、高さ、規模は？ 

・ 統一感は？ 

・ 地域に合っている？ 

④街路・道路の様子（黄色ポストイット） 

・ 舗装は？ 

・ 段差は？ 

・ 歩きやすい？ 

・ 緑は十分かな？ 

⑤全体的な景観、街なみの様子（黄色ポストイット） 

・ 周辺の街なみは？統一感ある？ 

⑥利用者の様子、ごみの様子、維持管理の様子（黄色ポストイット） 

・ キレイに利用されている？ 

・ 補修や管理は行き届いている？ 

・ 放置自転車や違法駐車は？ 

 

 前回現地確認した結果を、大きな図面に整理してみましょう。 
 メモに残しておいたことを、ポストイットに書き出し、該当する場所を示しながら
図面に貼り付けてみましょう。 

 現地で撮影した写真も使いながら、分かりやすい『問題点整理図』にしてみましょ
う。 
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整備の 

コンセプト

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に、整理した現状と問題点をもとに、整備を進める上での『課題』を整理して 
みましょう。 

 
【課題を整理する際のポイント】 
①利便性（使いやすさ）への配慮   ： 青色ポストイット 
②バリアフリーへの配慮           ： 黄色ポストイット 
③景観や風景への配慮（デザイン） ： 緑色ポストイット 
④安全性、防犯・防災への配慮     ： 桃色ポストイット 

 
この４つのポイントを押さえながら・・・ 
 

【記入例】 

 使いやすさ バリアフリー 景観・自然 安全・防犯 整備のメイン

テーマは 

駅前広場     ○○ 

駐車場     ○○ 

： ○○ 
○○○ 

    

 
 
 

 
 
 

［図面記入例］ 

  

駐車場から 
駅方面への 
出口が分か 
りにくい！   

ｱｰｹｰﾄﾞが薄 
暗さを大き 
くしている   

■■■

地域の現状、問題点！ 

府 道 箕 面 池 田 線 

歩行者の安

全性を確保 
山並み、街な

みと壁面の

色彩の調和 

一般車両の

停車場の確

保 

改札～商店

街への通路

の段差解消 

誰でも気軽に来ることができて、いつも活気のある場所！ 

◎駐車場

○駅広 
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～ 次回のワークショップは？ ～ 

 次回は課題をもとに、整備内容の検討に入っていきます。 
 「ここでどんなことができたら良いか？」「こんなまちだったら良いのになぁ・・・」
そのためには、どのような整備を進めるべきか？？現状と将来のあるべき姿とのギ

ャップを埋めるためには（いかに検討した課題を解消するか）？？？ 
 次回までに、みなさんが知っている「まちづくりの事例」を集めて情報として持ち
寄ってみましょう！ 

 雑誌、本、写真など、何でも構いません。 
 旅行に行ったときに見た街、雑誌や本などで見つけた街の様子・・・お気に入りの
アーケード、駅前広場、利用しやすい駐輪場などなど。 

 みなさんが、駅周辺のまちづくりを考える上で、是非参考にするべきだ！と思うも
のをお持ちください。 

 持ち寄った情報をもとに、駅周辺の整備のあり方や内容を検討していきます！ 
 みなさん、忘れずに今日の資料も持ってきて下さいね！ 

 
  次回第３回は、    月    日（   ）   ：   ～   ：   
    第４回は、    月    日（   ）   ：   ～   ：   
 
 【メモ】 
                                         
 
                                         
  

 

～ワークショップの約束事（これだけは守ろう）～ 

その１… ワークショップは、参加者どうしが対等な立場で話し合ったり、学んだり、 
作業したりする「場」です。 
「みんなで協力して進む」気持ちを大切にしましょう。 

その２… 積極的に楽しむことが大切です。 
「楽しむ心は、創る心」です。まじめな遊び心を全開にしてみましょう。 

その３… リラックスです。無理に背伸びをせずに、等身大の「今のあなたのまま」で、

あなた自身の「想い」や「考え」を伝えましょう。 
その４… 思ったことやわからないことは、どんどん発言しましょう。あなたの一言が新

しい「気づき」につながり、話し合いを面白くしたり、より良いアイディアのき

っかけになるかもしれません。 
その５… 他の人の意見もしっかり聞きましょう。他の人の意見を聞くことで、自分の中

に新しいアイディアが生まれることにもつながります。 


